
亙/革連@ロf
i
b

び、あ

と
、
刊
記
サ
に
拭
1
位
小
串
A
a
z
M
臥ネ
M
7

3
位
大
豆
・

4
然
大
脳
明
・

s計一品開球内同

莱
的
燃
に
な
フ
て
い
ま
す
が
、
間
年
に

は
、
1
依
ネ
ギ
・

2
伎
一
は
う
れ
ん
蕊
・

3
依
火
綴
・
4
位
閑
品
事
・

5
位
絵
曲
部
{
出

菜
の
緩
む
な
っ
て
い
ま
す
。

終
業
環
境
的
変
化
に
応
ヒ
て
、
作
付

品
お
も
出
品
ヲ
て
い
る
内
が
よ
〈
わ
か

η

命
令
4
?
。

市
内
め
腕
時
業
は
、
換
金
的
良
市
出
な
野

幾
業
中
心
め
ま
ち
か
ら
、
東
京
内
ベ

1
6
8一
戸
、
そ

t
て
今
年
内
縁
融
市
ぞ
は
来
妓
が
繍
拘
げ
の
中
心
に
な
っ
て
お
り
、

ァ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
関
心
日
に
変
わ

1
1
4
2戸
に
な
り
、
こ
の
お
年
間
関
に
首
綴
闘
の
生
鮮
食
料
品
め
終
給
地
と
し

っ
て
い
る
我
w
相
手
術
。
市
内
内
総
数
品
、

2
0
0戸
内
線
援
が
離
農
し
て
い
る
こ
て
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
好
然
、
花

ど
ん
な
遂
を
た
ど
?
て
‘
ど
の
よ
う
に
と
に
な
り
ま
す
。
井
績
な
ど
の
栽
械
が
お
で
か
ん
に
な
る
で

事
ん
で
い
こ
つ
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
一
方
、
終
挙
従
事
者
数
合
兇
る
之
、

L
ょ
う
総

う

。

昭

和

お

年

に

4
9
8
7人
だ
っ
た
め
が
、

い
神
平
行
な
わ
れ
て
い
る
終
業
統
計
の
今
年
は
、

2
7
8
2人
に
な
っ
て
し
ま

結
果
か
ら
‘
燦
絞
め
事
み
を
円
凡
で
み
る
い
、
畷
粉
総
与
か
ら
比
べ
る
と
2
0
0

》
旬
、
機
家
数
は
、
緩
和
刊
初
年
に
1
5
7
0
人
も
の
操
業
後
取
殺
が
減
っ
て
い
ま

3
一
戸
あ
っ
た
め
が
、
昭
和
関
車
に
は

1

す。
耕
作
函
積
品
、
閥
的
給
油
年
に
1
3
4

6
へ
タ
タ
!
ル
ム
ヴ
た
め
が
、
今
年
に

な
る
と
1
2
0
6
ヘ
ク
タ

i
ル
と
Z
4

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
終
織
が
飽
に
袴
田
川

り
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
移

ウ
務
地
の
中
で
‘
聞
は
培
ほ
出
制
ぱ
い
で

つ
す
が
る
焔
は
、
昭
和
初
都
内

6
1
0
ヘ

ヤ

ク

タ

i
防
庁
か
均
、
今
年
は
3
7
0
ヘ
ク

ツ
タ
ー
ル
左
半
減
し
て
宅
潟
地
化
が
遜
ん

ヤ
で
い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
求
す
。

げ
ニ
町
よ
う
に
宅
燃
費
口
円
減
少
時

w
一
方
で
、
終
業
内
山
開
銀
総
ぷ
納
車
を
か

ば
け
て
お
り
、
闘
機
織
ゃ
っ
ン
パ
イ
ン
な

匂

五

撃

機

械

を

終

っ

た

、

議

長

札
業
へ
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

カ

勺

I
l
-
-
j
i
l
l
!
j
1
l
i
i
j

M

一
急
散
な
伸
び
の
一

世
「
l

人
目
清
国
}
ヨ

スウ
人
口
円
増
加
に
体
い
、
都
市
没
郊

い
撃
丹
紛
争
」
著
し
く
兇
せ
て
・
語

J

ー
や
心
的
農
業
か
ら
、
野
菜
栽
端
、
務
総

ニ
開
閣
議
、
総
i

豆
諸
培
な
ど
へ
の
転
換
が
ほ

ど
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

必

護

畑

室

内

総

議

事

的

変

化

を

U
U

見
る
と
、
問
お
笠
ー
に
、

S
万
4
4
5

備
。
平
方
メ
!
z
p
ん
だ
っ
た
の
が
、
級
将

融
盟
副
部
・
に
は
、
日
万
7
3
8
6平
方
メ
i

ト
ル
と
、
ニ
的
数
年
C
急
設
な
侍
び
を

一
が
し
て
い
ま
す
を

埜
か
ら
め
蝿
作
ベ
ス
ト
$
を
問
問
る

莱

化
と
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一
傷
年
行
な
わ
れ
て
い
る
燦
然
州
統
計
の
総
燃
を
見
る
と
、
幾
家
数
‘
際
業

一
従
事
者
数
、
幾
耕
地
mw
減
少
が
、
は
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
り
、
特
例
係
7

ず
の

一
幾
暗
殺
が
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
c

こ
れ
に
対
し
て
、

人
手
一
小
口
ぬ
を
被
う
た
め
に
、
機
械
化
が
滋
ん
で
い
ま
す
。

今
、
殺
孫
子
量
殺
言
、
後
一
械
化
と
総
理
的
条
件
を
い
か
し
た
主
義
一

裕
仁
活
空
免
い
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

で

院議関

税中体

軟0)味覚ドッサリ
問問材開閉開 11月騒日

館で

丹
後
援
?
行
な
わ
れ
ま
す
e

今
年
は
、
持
村
総
厳
然
と
し
て
、
抽
市
開
拭

生
活
凶
概
‘
蜘
撤
議
物
加
工
品
的
問
機
一
不
完
郎

uwバ
7
U
M
1
8
H

絡

を

あ

わ

せ

て

宮

い

ま

え

議

室

翼

線

綾

約

加

工

品

み
な
き
ん
の
こ
来
一
鈴
会
お
待
ち
し
て
悶
明
治
叩
先
コ
ナ
!

い

ま

す

駒

(

農

政

課

〉

モ
チ
っ
き
火
金

主
な
り
お

u
R
G
H
(ゑ〕

。
予
約
9
時
か
ら
出
品
物
的
受
付

③
午
後
1
時
か
ら
出
品
物
的
寄
凝

諮
費
生
活
壌

に
も
ど
う
ぞ

州
特
印
悼
平
ふ
巾
潟
授
の
会
で
は
、
向
艇

U
H月
7
H
(
M
M
)

集
ま
つ
り
の
令
山
崎

c、
税
た
%
が

数
午
前
9
時
か
ら
午
依
5
碍
ま
で
山
悶
川
曲
線
日
使
っ
て
い
る
化
学
製
品
と
よ

品
判
的
機
ぷ
…
る
綴
陥
吋
汚
染
、
時
間
終
剤
耐
村
議
ゑ
琳
冊

。
哨
天
的
場
合
、
間
開
会
場
グ
ラ
ン
ド
で
、
的
人
っ
た
皮
肉
削
然
い
刷
物
の
人
体
ヘ

午
線
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
、
各
内
総
鮮
な
ど
、
身
波
な
も
の
を
と

地
区
別
対
絞
ソ
ツ
ト
ポ
j
ル
火
会
り
上
げ
、
心
仇
向
後
伐
の
た
め
じ

。
午
後
3
時
か
ら
、
殺
議
会
線
技
大
会
代
綿
子
の
く
ら
し
金
考
え
よ
う
」

市

内

ぞ

ゑ

廃

さ

れ

る

蜘

例

制

服

紛

を

授

従

え

を

テ

i
…
戸
内
各
種
町
議
-
一
小
を
い
た

反

訴

し

て

、

淡

終

的

実

態

を

知

っ

し

ま

す

ロ

て
ら
ら
お
う
と
、
守
年
も
M
M
R
6
U玲
8
日
(
月
)

M

H

月

7
H
8日
は
、
然
添
加
ハ

昌
か
ら
3
U
M泌
総
孫
子
中
学
校
体
内
》
午
前
9
時
か
ら
出
品
物
的
郎
潟
予
約
ム
を
却
脅
し
な
が
ら
定
品
添
加
刷
物

符
鰯
P

H

幾
業
ま
つ
り
H

が

、

市

(

や

後

1
時
か
ら
れ
拳
液
し
)
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
潟
支
を

農
業
協
約
四
組
合
を
は
じ
的
賄
側
体
@
午
品
別
行
時
か
ら
午
後
1
時
一
家
ご
燦
例
し
ま
す
内
外
、
ご
協
力
下
ざ
い
。

新車著者野菜が申告んだ除草白旗襲撃まつり
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fii，月 1'16日発行

昭
和
門
別
年
第
号
機
市
議
会
開
隣
時
会
が
叫
wu月
7
門
口
か
ら
訪
日

ま
で
ロ
日
間
関
か
れ
ま
し
た
。

後
出
き
れ
た
議
案
は
、
柴
鮮
問
・
中
L
F

抽
地
区
一
殿
前
総
瑚
岨
市
宇
業
務

5
桝
期

工
事
刑
判
…
曲
部
変
w民
、
八
ム
災
下
水
道
新
綴
幹
線
緋
鳩
山
間
報
措
法
衣
彩

の
…
泌
変
更
、
絞
大
ゴ
ミ
隔
地
酬
明
格
設
袖
雄
総
工
事
務
漁
村
費
約
の

拙
開
校
、
問
符
幻
年
度
技
孫
子
市
二
蹴
会
一
時
削
機
託
子
霧
的
決
定

と

4
議
案
が
捕
時
出
山
さ
れ
、
す
べ
て
係
業
ど
お
り
。
可
決
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
四
也
大
ブ
ミ
処
線
総
設
の

総
数
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
す
e

ゴ
ミ
司
被
待
機
も
導
入
さ
れ
、
ゴ
ミ
処
理
問
附
間
総
決
丹
い

と
ぐ
ち
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
e

粗大ゴミ破砕設備のしくみ

ノ《ドミン'トン'
男子で準懐勝

県民体背大企

祭
肉
体
務
大
合
は
、
時
間
丹
2
・
3
自

給

機

脚

講

義

管

内

に

は

、

こ

の

際

移

機

半
端
組
中
巾
を
、
引
卓
会
場
と
し
て
望
れ
ま
カ
ッ
コ
ー
の
鳴
き
声
の
が
我
孫
子
丹
後
に
均
百
蓄
に
も

し
た
@
我
孫
子
渋
か
ら
は
建
前
夜
、
総
号
機
が
お
口
付
見
え
滋
り
付
け
て
号
手
。

合
計
1
4
4名
が

森

加

し

他

市

町

山

代

都

品

円

品

開

審

察

務

〉

と

後

を

競

い

あ

い

ま

し

た

。

日
M
M
月

7
日
か
ら
、
我
孫
受
駁
市
間
口
一
駅
‘
安
全
に
な
っ
た
安
全
歩
道

上
総
に
入
賞
し
た
機
密
培
、
始
倒
的
交
諸
国
点
に
同
財
的
一
小
品
越
治
な
か
た
ち

。
準
優
勝
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
努
子
社
終
的
た
め
の
綴
誉
機
が
で
き
象
し
た
。

谷
俊
樹
聞
き
ん
(
ザ
官
級
〉

a

鈴
本
総
a

r

t

w

w

的
儀
号
機
は
、
成
畠
街
滋
η
を
検
隊

ん
(
護
了
撃
手
一
さ
ん
議
す
る
護
者
選
師
事
が
期
間
に
な
る
と
‘

齢

別

山

凶

)

カ

ッ

コ

ー

カ

ッ

コ

ー

と

い

う

鳴

き

声

で

む
ベ
ス
ト
8

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
、
合
協
が
お
る
も
的
で
す
。

軟
式
出
腔
球
女
子
、
硬
式
成
時
小
男
子
、
パ
こ
の
鳴
き
南
に
従
っ
て
後
叫
則
す
れ
ば

レ
l
ポ
ー
ル
宏
子
。
よ
い
の
で
す
か
ら
安
全
で
す
。

ガ
ス
は
詮
議
し
て
使
い
ま
し
ょ
う

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
知
識

依謹富市松ケ丘団裁
が分設されます

対溺法人千葉線郁子信公社で

拭、密接事050年11丹7日以携か

ら義主総して際i苛にE普段、また
は勤務先的ある方をます象l之、

!空会市松ケ丘筏滅的二土~主付き

木造H砦建役宅と浴j塩分議員2
5邑機密分綾Lますa

申し込み受付共罪事草地、 11丹

1 8からl1flSIl:l:でで、土

義塾日・絞首も'f'1l五重り受付け

ます。

詳し〈詰(財)千葉燃吉~rn
公投薬務第1書事業務第2絡へ。
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z

市

川

事

ゆ

守

ム

は

ヨ

主

、

也

市

川

ン

宮

川

出

会

ど

の

脳

同

絡

を

仏

師

命

令

フ

H
M

ブ
ル
ょ
材
仙
台
に
似
て
み
る
か
い
と
議
わ
れ
て
と
縫
い
な
が
ら
も
「
し
か
し
、
う
ま
い

村

村

山

?tで
あ

る

。

望

試

合

善

良

に

な

っ

た

白

そ

の

掌

ほ

ど

ん

な

試

合

で

も

長

に

績

を

州
諸
杭

r
hド
凶

器

吋

即

時

u

m
一

件

さ

ん

の

言

撃

で

あ

り

、

品

券

時

的

蓄

が

貫

主

院

長

裁

に

出

し

て

る

よ

」

と

雲

丹

棄

を

ち

ら

t
u
…
rぷ
…
お
ル
ぷ
州
一
一
日
日
行
一
一
一
日
日
均
一
片
付
は
む
て
れ
ぷ
…
?
で
ど
ん
な

…
円
の
わ
咋
励
行
川
ド
刈
函

J

あ

判

明

容

を

こ

、

仏

日

川

町

川

ず

の

芝

、

で

に

な

っ

た

の

が

刊

銭

。

n
の
叫
捕
は
人
っ
た
俗
人
で
も
時
分
く
ら
い
で
剣
ん
と
か
打
て

付

け

れ

パ

け

山

手

心

的

際

で

ヘ

w
m
刊
点
榊
村
山
ニ
う
?
と
い
か
い
も
貧
し
い
守
口
法
的
プ
ロ
に
な
っ
た
か
ら
と
繋
っ
て
、
年
る
よ
う
じ
し
て
し
ま
お
ヲ
林
さ
ん
で
さ
え

料
ぷ

7

2

1

M

J

T

叫

4
M
G
村

…

中

か

ら

と

た

急

上

げ

て

き

た

毒

物

給

要

走

る

ほ

ど

の

試

合

し

か

な

く

、

総

表

時

代

ス

ウ

ィ

ン

グ

立

与

な

り
什
(
内
川
締
約
制
収
刊
を

r

函

さ

で

て

ど

は

か

刊

す

縁

側

ιな
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
色
川
押
さ
ん
合
ぞ
は
、
ひ
と
ホ

iル
、
ひ
と
ホ
ー
ん
か
な
か
っ
か
め
な
か
っ
た
。

一
利
市
祭
げ
と
の
約
肝
十
巾

J

め

と

品

川

問

、

P

L

h

w

R
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講演会
母と子の読書鍵教家

中央公民総長遺書室ぞは包者w
L 1 ~均年記念して講演会をnい

ます。う完封義iニ桔名までですから、

早めに111i主んぞ下い。

1>13時 11月同日午後H辛から4

安与iて'。

多綴高時 中央公災鮫

1>申込 火・本 e土綴詩的ふf立;1首

で公民主語約三，，，，-へfi(82) 3811 

{中央公i屯1.官〉

第 2節食生活震

成人病者予防し世主E者で快i金な!t:

l設をするため、 j[しい王室生活内 ιち

り万につもヨて具体f，~な辛毛織展示や

然災寸ゴニよる主主滋flU売をf下、ます。

惨悶時 11丹6日午前11時から午

後器時ま

争犠泌総高議援I也下2p告S量殺~ミ

-1レ lf自係長室戸長}

11舟の母親学級
会場変更

惨変更会主義 火事1室長行検支白

l>S時 11月4日、 10日‘ 17目、
24説 (11月3日i三十日目的ため11丹

169 

4 U にヨ~j在 )01培 lilJはどめおも、午

後1時.3D?}から 4~fまで。

(f吉f記長tf昨)

臨碁大会

多13時 lH114日(日)午出19終

39王子終合 10時開始

易機所中史公民総

b会燃 lOOOf1J (釜fl:1¥:，苦心)

炉申込 さ訪日会*g，で受付けます。

01首長約機(3f~以上と希望托}

口文化i華子究会後初戦()級かつま

干支〉

口市議会I議長保戦(2草誌から4設}

註ヰ，tJt院支剖;公終(5 評~PJ-f)

品クラスニ'1:4 i立家
1>遊撃絡先 日本後続我f晶f交官m
広告n際交 }簿記fì8~11

官 (88)21飽

(社会教育議}

郵便局から

新しい郵便許芳一事撃を持家経にお

紛けしましたが、まだ左翼いていな

いご京総があっました h綴縦長害義5

{電線 1惜 82-(251)までお絞らそ会

下さ弘、

藤のかご綴み講習会

)>13時 111113討

10誌寺から12s事ま

l'材料重量 800円

)>l議終 {乏をほさみ、も的さし

l'串込 111!4日かお，"-殺で中央

(4) 

レク')ェーション
後鱒講座

惨対象 小学校4'1'生以上の市災 to臼時 llJl1告訴から12月28Hま

市民スケート教室 のふ 刊議滋本費量吾、午後71時30分か

l'距離怠iii絞殺11<.-"イベーえ ら9'蒋30分。

l'期allJ110役 '1111・13H . で 1~3km 除去義高暗 殺孫子中学校体予約ま

15日・ 17fヨ l>害事毅方法 お11、i投い会均へl>対象 市民的方なら務でも

帳場五号 絞殺料スターランド ，1寺までに集会l>陵周 300Pl (スポ ヴi話努l;l

l>重量湾総OOFI(関革R料湯走終 詫:筏祐子市鐙上主主総 険加入代金}

交通夜議酬を納付 市内 l照 吹雪国納長官レタリ五ンヨン

:ttij設かけ仰でを航 歩，t歩tt大会 μ込方法制、午後7時叫
惨事客室長人員 おれ 1>13時 111!3日(火) 8時30分 校鈴子中学校体育館て'お申込み下

惨申滋獄事華 ll!l1どから 5rrま 歩薬会場滋 千代的公燥 さも" (t上会数行事長}

で (3nは終きますj 争コース g:'.rim公捺i→湖北→毅
努申込方淡 9時から16時的III!Iニ本哨{主-"1m問機州制→手 近嬢卓球大会
社会教育殺に泌総て'申込んで下さ ltill公i司

い宮崎2)1151内線294 1>持ち物弁当、本?品、総c¥， l'日待 11!l14日{日) 8時30分

定員になり L/.ごい襲警綴ります。 出小{判決If 集合、 9雲寺試合開始

議'!1時1mは2湾総礁湖な駅、天 tHJ車線豊島 千i…終二..(88) 5568 1易機務 保i1.総司晶子潟校惨事事長室

長e駅、中央公民主主的いずれかへ

81時30分に集合して下f与し、主量産翌

パス;O'illますn

バレーボール
夜間講座

炉問時 11月凶器から12fl22Elま

P試合方法個人戦争…ナメン子

炉機関 投男子〈校長老人参火学

生・医者校生}、一銭女子(1士会人・

大学'E‘主連校生}みんなで
幾ろう会 て判長'fj盟桝封、午別待30分か惨参査員総 3告orIJ(当時間

ん9持30分まで。 努申込先 殺事長子市努2-16-3 

l'日時 1111か" /JjlJ有毒1日曜日 診ま暴露号 寺究者z子中学校体下証明 '1、玉11 殺i晶子市主計主逮提

午前91待 券対象泌氏的方な均訟でも 歩申込方主主ハガキL:役所・沃名-

1'1暴語持 参重量F韓 300Pl (スポーヅ傷録保年齢ー性別を書いてお滋り守、さい。

りすirft会得 句、儲から槻北方言要へ 決j加入金従話申込み品受付けません)

ぎすIJ!控111専設を。 惨申込方法 訪問、午後7砕から 惨事事切 11丹6EI (:1ニ}必舗のニ

。湖4主会3持 湖北会中央公i道内 我孫子L中守'1主f本海草書て'お申込み~ド

。衿孫子会場 公民総務からやまZ さい。会教育課 o主君主総孫子街車球連盟
沼遊捗i草へe

安全幾滋委員 詩からJ2月31日まで。

資格取待機習会 楠欄醐 1中小州に 300
万問、 1是Il{tに 500liPl 

守主令推進委員は‘労務淡玉誉議主主 惨直通事費'liJ!/i!
淡にま島ヴ"司労i民主、50入米終的事 イ)f菖持Jj梁級協会f筆記正付再生資的冷

業所では;密かなけれ誌なサまそk， 会年初7・25%以内

議予司会終了絞め写しを添えて労 ロ}イ以外開会誌《半 年間7 • 75% 

齢恭挙総務事警に滋iE属けをIHしと 以内

1‘き.~ 1>詰重詰寄期鈎 融資内総まった告か

1人でもf建議闘をf寄っている， ら5h月以内

または将来従業闘を主主う予定的事 1>1世話理方議 分潔または寸話i息t門
家主的方は、 ζ 的機会に受講しま 謀総し〈は綴王議・高I~官官82

しょう

惨随時 l1fl11・12註的2日1111

午wI9時かh

l>会主襲 1鵠二仁会餓

歩雪量ま華料 太子会見は I人450岳災

{テキストと校長主代金む}、会員

以外(家族、主主議長討を含む)位 1

人5000円

3131 または~絞れ 2金融機関にお問

合わせ下さミ、。

掠鳥会
不忍の池観察会

舟関 :11丹14訂(臼)

l'申込 苔I生区党総f透かi商工会事 集会:主主義子釈改札口 寺会話1/9

01圭絞 殺下守議員会

県移動酪警鐘
ひかり努巡回日韓

l>~笹図 a u話軒J51年11月12目、 12 
fl24荘、昭事152部 2月10日

1'1暴高時と時間

。養子山内青年館前

10時40分から11時3草分iてマ

りありきのスーパーメイコウ耐I

1311孝から13経年50うjトまで

[社会教育課}

授に関する相談

f恐戸税務署では、長をきんに1誌を
よ〈知ってもらうため1誌について

的燃料税絡を行いますから、お気

転にお:iL護軍 f)下さい。

T革路へ1l1l5Bまでに申込んで下 持。 また、法問税務署警じ拭税務相設

さも~ま定員になり Lt.:~ 、事者切 η 三金 援 J'野ま'C'内切符は各誌で採っ 話誌が設けられていて、いつでも相

す。(商工会官僚-3131) て下さ L、。 伐に応とていますからど利用下容

季節(年来)資金融資

炉申込手車費 不&11資金申込書(商

工会と耳元主主い金滋機関に周縁Lて

ゐつますのでも証首公会合殺すIJ'筑

後奴誌い、世話主機関に申込んでム下さ

も、a診

1>申込後付期隙路孝ll51年101114

野鳥を守る会、j議:現世82-0521 い獄047事(63)1171 

感 tt }幸の納税φ

調民健鹿保険税の鮪3期分

今月のIfj領事註絞

IHま雲寺 11月30El 
惨機減興待寺・

9: 00'-16 : 00 
'l詩ヰヒ台支所




